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資料 ・研 究短報

「東南 ア ジ ア 研究地 域交流プロ グ ラ ム （SEASREP ：Southeast　Asian　Studies

Regional　Exchange　Program）」につ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　米雄（神田外語大学）

　 SEASREP は 、東南 ア ジア諸国の 入文
・
社会科学者間の 相互理解 を促進 し、域 内研究者 を

結ぶ ネ ッ トワ
ーク を構築する こ とに よ っ て東南 ア ジア 地域研究を発展 させ る こ とを目的

と して 1995年その 趣 旨に賛同 した トヨ タ財 団と国際交流基金 ア ジ ア セ ン タ
ー

の 支援 を得

て 創設 され た 組織で ある 。
こ の プロ グラ ム は 当初 、イ ン ドネシ ア 大学、ガ ジ ャ マ ダ大学、マ

ラ ヤ大学 、 タ マ サ ー ト大学 、 フ ィ リピ ン大学の 有志の 発議に よ っ て 開始 され た が、の ちに上

記 5大学の 学長が 覚書 に署名する こ とに よ っ て 制度化 されて 今 日に至 っ て い る 。 1997年度

中 に 、 これ まで の 4 ヵ 国 5大学に加 え、
マ レ

ー
シ ア国民大学 、 ア テ ネオデ マ ニ ラ大学 、 チ ュ

ラ ロ ン コ ン 大学が参加 し、4 ヵ 国 8大学の 連 合組織 とな る方向で 準備が 進め られ て い る 。

　プ ロ グ ラム の 内容は 、 若手研究者 に対象を しぼ っ た 「入材育成プ ロ グ ラ ム 」（具体的に は

「語学研修助成　Language 　Training　Grants」、自国以外の シ ニ ア
ーな東南 ア ジア研究者 を招

い て 集中講義を行 うた め の 「客員教授招聘助成 Visiting　Professor　ship 　Grants」、 東南ア ジア

の 大学院生 に研究留学の 機会を提供する 「東南アジ ア研 究奨励助成 M ．A ．1Ph。D 　Incentive

Grants」〉と 、 東南 ア ジ ア地域 を対象 とする比較研究の ため の セ ミナ
ー

や ワ
ー

クシ ョ ッ プの

開催 を支援す る「地域共同事業助成　Regional　Collaboration（｝rants 」の 2分野 に分 かれ て い

る 。 プ ロ グラム の 選考は 、現在 の とこ ろ イ ン ドネシ ア の Dr．　Taufik　Abdullah、 マ レ イ シ ア の

Dr，　Shahari1　Talib
，
タ イの Dr．　Chamvit 　Kasetsiri、フ ィ リピ ン の Dr，　Maria　Serena　I．　Djokno の

4 名に よ っ て構成 され る選考委員会が 担当 し、こ れに域外 か らア ドバ イザ ーと して SOAS

名誉 Readerの Dr．　Ruth　McVey と石 井が参加 して 助言 を行 っ て い る 。 こ れ まで 実施 され た

プ ロ グラ ム の 実例 を上 げれ ば 、
マ レ

ー
シ ア 国民大学の シ ャ ム ス ル 教授 に よ るガ ジャ マ ダ大

学で の 集中講義 、 タ イの チ ャ ン ウ ィ ッ ト博士 に よる イン ドネシ ア 史研究、フ ィ リピ ン大学

にお ける フ ィ リピ ン語研修へ の イン ドネシ ア 、マ レ
ー

シ ア の 研究者の 参加プ ロ グラ ム な ど

が あ る。

　SEASREP は、東南 ア ジア の東南ア ジア研究者 自身が 、東南 ア ジ ア をひ とつ の 地域 と して

と らえ、こ れ を さまざまの 角度か ら 自ら研究 しよ うとす る とする 意欲的な試み で あ り、 将

来 こ れ に参加する大学や研究者が さらに増加する こ とに よ っ て 、東南ア ジア 自身に よる東

南 ア ジア研究が飛 躍 的 に発展す るこ とが期待 され る 。

フ ィ リピ ン 革命 とア ジア 初共和国百周年記念 ジ ャ カ ル タ会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池端　雪 浦（東京外国語大学）

　フ ィ リピ ン で は現在 3 年間に わた る国家的事業 と して 、 フ ィ リピン 革命百周 年を記念す

る さま ざま な企画が 、「フ ィ リピ ン 百周年委員会（Philippine　Centenial　C。mmittee ）」を中心 に

進め られ て い る 。 第 1年度の 昨年 8月に は マ ニ ラで 、「ユ 896 年 フ ィ リピン 革命百周年記

念国際会議」が盛大 に催 され た 。 「百周年委員会」とは別個 に個々 の組織や 団体が独 自に取

り組ん で い る企 画 も多い
。

　 フ ィ リ ピ ン で の こ う した動 きを受けて 、去 る 8 月 28 日か ら 3 日間 、 ジ ャ カ ル タで 標記
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の 国際会議が 開催 された 。 会議 を主催 した の は、イン ドネシ ア科学院（LIPI）東南 ア ジア プロ

グ ラム 、 イン ン ドネシア歴史学会 、教育文化省文化局の 三者で 、LIPIの Dr。　Taufik　Abduliah氏
を委員長 とす る運 営委員会 とその 下部の 組織委員会が会の 運営に当た っ た

。

　 フ ィ リ ピン 革命百周年記念会議をジ ャ カ ル タで 開催す る とい う構想 を最初 に提起 した

の は 、「東南 ア ジア 研究地域交流プロ グ ラム 協議会SEASREP （Southeast　Asian　S加 dies　Regional

Exchange　program ）Council」であ っ た 。 こ の とこ ろ 東南 ア ジ ア の 研 究者の 問で は 、 域内各地

域間の 学術 文化交流 を深め よ うと い う機運が高ま っ て い る
。 なか で も活発な活動 を して

い る の が 、SEASREP 　Counci1で ある 。 同協議会は SEAS　Bulletinを年 に 2 回発行 して い て 、 現

在第 3 号 まで 出版 され てい る 。 東南ア ジア の研究者が現在どの ような研究活動 を行 っ て い

る か を伝 えて くれ る 、 また とな い 学術情報誌 で ある 。 今 回の ジ ャ カ ル タ会議 を指揮 した

Taufik　Abudul1跏 氏 は 、 SEASPEP 　Councilの 創設 メ ン バ ー
の

一
入で ある 。

　今年 3 月 に 、 同氏 よ り送 られ て きた会議の 趣 旨説明は なか なか魅力的な もの で 、 フ ィ リ

ピ ン 革命史研究の 新た な展 開を予感 させ る もの で あ っ た 。 そ の こ と もあ っ て 、 日本か らの

参加 した九州大学の 清水展氏 と私は 、か な り緊張 して ジ ャ カ ル タに赴 い た 。 しか し 、 実際の

会議 は私 た ちの予 想 とは 大い に異 なる もの だ っ た 。 第 ユに会議全体の 構成が こ の 種の 学会

には 不似合 い な物々 しい もの だ っ た こ とで ある 。 イ ン ドネシ ア ・フ ィ リピ ン双方の 大物政

治家 たちが幾人 も出席 して 演説や研究発表 を行 っ た 。 第 1 日の 開会式で最初 に挨拶に 立 っ

たの は フ ィ リ ピ ン の 元副大統領サ ル バ ドール ・
ラ ウ レ ル 氏 （氏 は 「百周年委 員会」委員長

で もあ る）で 、 長文の 開会の 辞 を述べ たの は イ ン ドネシ ア の 官房長官ム ル デ ィ オノ氏 、 夜の

レ セ プ シ ョ ン は 外務大 臣 ア ラタス 氏の 主催 とい っ た具合で あ っ た 。

　ペ
ーパ ーの 発表者 も国際会議 と して は バ ラ ン ス を欠 くもの だ っ た。全部 で 21 の ペ ー

パ ー
の うち 、 フ ィ リピ ンか らの 発表が 15 、イ ン ドネシ ア か らの発表が 3 、日本か らの 発表

が 2 、 オ
ー

ス トラ リア か らの 発表が 1 だ っ た 。 オ
ー

ス トラ リア か らは、オ
ー

ス トラ リア 国立

大学の Dr．　Anthony 　」．　Reidが参加 した 。 フ ィ リピ ン の 発表者 に は、現 職の 上 院議員や元 最高

裁長官 な らび に判 事 、 元国連大使 などが含まれて い た 。

　会議終了 後 、 関係者か ら得 た情報 に よる と、こ の 会議の 立 ち上 げに 当た っ た SEASREP
Councilの 代表が 、 「フ ィ リピ ン 百周年委員会」と連絡 をとっ て以 後 、 会議の 性格が 学術的な

もの か ら しだい に政治的ない しは祝祭的な もの に変化 して い っ た らしい
。 「百周年委員会j

に は フ ィ リ ピン の 歴 史学者 も参加 して い るが 、かれ らは委員会の 主力 と言 い が たい 状況で

ある 。 「百周年委員会」か ら距離をと っ て い る 革命史研究者 たち もい る 。 フ ィ リ ピン 大学の

歴 史学科 に その 傾向が つ よい
。 昨年の マ ニ ラ会議そ して今年の ジ ャ カ ル タ会議 を振 り返 っ

て あ らた め て感 じる こ とは 、 フ ィ リピン 国民国家形成の原点で ある フ ィ リピン 革命の研究
は 、さ ま ざま な意味で 現代 フ ィ リ ピン 政治 に連動 して い る こ とで ある 。

　sEASREp 　Counci1が 当初 、意 図 したジ ャ カ ル タ会議の 目的 は 、 フ ィ リピン革命をイ ン ドネ

シ ア独 立革命 と比 較す る なかで 、 フ ィ リ ピン革命の 歴 史的体験 とそ の 意味 をイ ン ドネシ ァ

に お い て も共有する こ とで あ っ たが 、 実際の 会議 はそ れ とはず い ぶ ん趣 きの 異 なる もの に

な っ て しまっ た 。 それ で もこ の 会議 に提 出された ペ ーパ ー
の なか には 、

い くつ か の 注 目 さ

れ る 成果が 見 られた 。私 が と くに 関心 をもっ たの は、ア メ リカ の 植民地支配 に対す る フ ィ

リ ピ ン ・ム ス リム の 対応 をジ ャ ウ イ文書 を用 い て 分析 した、フ ィ リピ ン大学 ミ ン ダナオ研

究 プ ロ グ ラ ム 長 、 Dr．　Samuel 　K ，　Tanの研究、マ ロ ロ ス 憲法の 制定過程 で 連邦制国 家体制が

検討 された局面 を明 らか に した元 フ ィ リピ ン大学長／文部大臣 、 Dr．　O，　D ．　COIpuzの研 究で

 

 

一16．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society for Southeast Asian History

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　for 　Southeast 　Aslan 　Hlstory

ある 。 昨年の マ ニ ラ会議の 一
つ の特徴は、フ ィ リピ ン革命の 国際環境 に 関 して 、ヨ ー

ロ ッ パ

の 研究者か らこ れ まで に ない 新 しい 視点 と事実の 発掘が なされ た こ とで あ っ た 。 さまざな

問題 をは らんで い るにせ よ、
一

連の フ ィ リピ ン 革命百周年記念事業が 、 革命史研 究 を様変
わ りさせ て い る こ とは まちがい ない

。

◎

◎

故千原大五 郎先生 を偲ん で　　　　　　　　　　石澤　良昭 （上智大学）

　学会会員で あ りま した千原大五 郎先生が 1997年6月3日に ご 逝去 され ま した 。 80歳の 天寿

を全 うされ ま した 。 心か らご 冥福 をお祈 り申し上 げます 。

　先生 の ご業績 は何 とい っ て もイ ン ドネシ ア ジ ャ ワ島中部に あ ります世界文化遺産の ボ

ロ ブ ドール 遺跡の 保存修復で した。 1972年 に ユ ネス コ と イ ン ドネシ ア政府か ら推薦 を受け、

世界 で 5名選 ばれ ま した ボ ロ ブ ドー
ル保存国 際技 術諮 問委員会委員の お

一
人 と して 就任 さ

れ 、13年間に わ た り技術助霄 を行 っ て こ られ ました 。 こ の 間に 日本 とイ ン ドネ シ ア を頻繁

に往復 され 、先生 の こ うした ご活動こ そは 日本の 国際文化貢献の先駆 をなせ る もの で あ り

ま した 。 先生の こ の こ実績が広 く認め られ、1987年に 日本建築学会賞 を、1998年に は大同生

命地域研 究特別賞 を受賞 され ま した 。

　イ ン ドネ シ アの 文化遣産 はイ ン ドネ シ ア 人が 責任 をもっ て保存修復 維 持管理 を行 うべ

きで ある とい う先生 の 哲学 に基づ き、ボ ロ ブ ドール で働 く技術者 研 究者の 人材養成 を実

施 され ま した 。
こ の 若き技術 陣を日本・オ ラ ン ダ ・ア メ リ カ ・フ ラ ン ス な どへ 研修 に 出 し、日

本 に も多 くの 技術者が 来て 各大学研究所で 研修 を受 けま した 。 この とき養成 され た ス タ ッ

フ が現在ボ ロ ブ ドー
ル の 維持管理 を行 っ てお り、彼 らは イ ン ドネシ ア 国内の 文化財 保存の

第
一

線で 活躍 して お ります 。こ れ らイン ドネ シ ア の 人 々 が ボ ロ ブ ドー
ル 修復活動を通 じて

ボ ロ ブ ドー
ル を世界史の 文脈で 見直 し、自分 た ちの 文化ア イデ ン テ ィ テ ィ を再確認 す る と

同 時に民族の ル ー
ツ を知る こ とにな り、 文化遺産の お かげで 民族的な誇 りと自負が持て る

よ うに な る だ ろ うとい う、壮 大な ス ケ ー
ル を持 っ た先生 の お考えで した 。 こ の点 は 国際文

化交流の 視点 か ら高 く評価 され ま した 。

　それ か ら先生 は 、 もち ろ ん 日本・イ ン ドネシ ア の 相互 理解 に貢献 され ま した 。 先生 は ボ ロ

ブ ドール 保存修復 の 窓口 とな っ た ユ ネス コ ・ア ジ ア 文化セ ン タ
ー

の 理事 に就任 され 、 ボ ロ

ブ ドー
ル の パ ン フ レ ッ ト等の解説紹介文 を執筆され ま した 。 現在多 くの 観光客が必ず訪れ

る ボ ロ ブ ド
ー

ル へ の 関心 と興味 を掘 り起 こ したの は先生 が最初で あ りま した 。

　こ うした ボ ロ ブ ドール で の ご功績が認め られて 、 日本 ユ ネス コ 国 内委員会委員 を3年間

努 め られ 、文化財 保存修復 の 担当委員で もあ りま した 。

　また 、先生 は ア ジア の 文化遺産の 保存修復の ため に 1982年に イ コ モ ス （国 際記念物遺跡

評議会）の 執行委員 にア ジア諸国を代表 して 選出 され 、 また 1983年か ら4年間ス リラ ン カ 文

化三 角地帯 の ユ ネス コ
・
コ ンサ ル タ ン トも務め られ、国際文化協力の 面で の ご活躍は 目覚

ま しい もの で あ りま した 。 同時 に上 智大学の 調査団 と共 に イ ン ド・ミ ャ ン マ
ー・タ イ ・カ ン

ボ ジ ア ・ベ トナム の 文化遺産の 調査 に 出掛け られ、ア ジ ア文化遺産研 究 と保存修復 の 第
一

入 者 と して ユ ネス コ や イ コ モ ス の 国際会議 で発 言 して こ られ ま した 。

　そ れか ら 、 先生 は東南 ア ジア建築学研究の 先駆者で あ りま した 。 1944年か ら2力年 に わた

りバ ン ドン 工 科大学建築学科の 教授 を勤 め られ ま した 。 その と きボ ロ ブ ド
ー

ル の 創建当時
の 埋 もれた基壇 を発見 され ました 。 東南 ア ジア建築に 関する ご 高著 ・論文は 80点あま りに

お よび 、 そ の 中で も日本で は じめ て の 陳 南 ア ジア の ヒ ン ドゥ
ー・仏教 建築』は名著の 誉 れ
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